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１．概要（Summary） 

 実験室などで行うビーカーと比べるとマイクロ流体デバ

イスを用いた化学反応は、拡散速度が早いといった利点

があり、注目を集めている。多くの化学反応は有機溶媒を

用いており、有機化学のための流体デバイスが求められ

ている。今回、シリコンとガラスを用いたデバイスを作製し、

その中に有機溶媒や水を流すことで有機溶媒の微小液

滴を生成した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

・両面マスクアライナ 

・Deep-RIE 装置 

・ダイシングソー 

 

【実験方法】 

ダイシングソーでシリコン基板およびガラス基板を四角

（３ mm×３ mm）にカットする。カットしたシリコン基板に

レジストを塗布してから両面マスクアライナを用いて流路

デザインをパターニング。その後、Deep-RIE 装置を用い

て流路パターン部をエッチング（１００ µm）する。そして、

エッチングされた流路をガラス基板で封止してデバイスを

作製した。その後、流体デバイス内部に各種溶液を流し

た。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

作製されたシリコンの流路の画像を Fig. 1 に示す。エッ

チングにより問題なく流路が作製されていることが確認で

きた。また Fig. 2 にデバイスに水と有機溶媒の一種である

トルエンを流した様子を示す。Fig. 2 からトルエンの液滴

が生成されていることが確認できた。 

 

Fig. 1 Picture of device channel.  

 

Fig. 2 Droplet generation of toluene  
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